
は
じ
め
に

『

上
井
覚
兼
日
記』

(

以
下

『

上
井
日
記』
と
す
る)

に
は
、｢

引
用｣

や

｢

例
示｣

の
用
法
で
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
る

｢
通｣

字
が
あ
る
。

｢

通｣

字
の
こ
う
し
た
用
法
は
、
他
の
文
献
で
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い

も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
用
法
の

｢

通｣

字
は
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
語
を
表
記
し
た
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
そ
の
語
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
、『

上
井
日
記』

の
言
語
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
示
す
の
か
。
本
稿
で
は
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
そ

の
上
で
、『

上
井
日
記』

の
言
語
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
る
。

一

『

上
井
覚
兼
日
記』

に
つ
い
て

本
書
は
、
戦
国
末
期
に
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
の
太
守
で
あ
っ
た
島
津

義
久
の
部
将
で
、
日
向
宮
崎
城
主
の
上
井
覚
兼

(

天
文
一
四
年

(

一
五

四
五)

〜
天
正
一
七
年

(

一
五
八
九))

の
日
記
で
あ
る
。
記
録
期
間

は
、
天
正
二
年

(

一
五
七
四)

〜
同
一
四

(

一
五
八
六)

、
覚
兼
三
〇

歳
か
ら
四
二
歳
ま
で
の
一
三
カ
年
に
わ
た
る
が
、
天
正
四
年
〜
同
一
〇

年
の
間
を
欠
く
。
武
人
の
私
日
記
と
し
て
最
も
古
い
も
の
で
あ
り
、

『
家
忠
日
記』

『

大
和
田
重
清
日
記』

『

駒
井
日
記』

等
が
こ
れ
に
続
く
。

日
本
史
研
究
者
に
は

｢

他
の
中
世
の
日
記
に
は
類
例
の
少
な
い
独
特
な

用
語
・
表
現
が
数
多
く
み
ら
れ
、
読
解
を
難
し
く
し
て
い
る｣

(

似
鳥

雄
一

(

二
〇
一
六：

五
八
頁))

、｢

こ
の
日
記
で
用
い
ら
れ
て
い
る
言
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葉
に
は
、
中
世
特
有
そ
し
て
九
州
南
部
特
有
の
も
の
や
用
法
が
あ
り
、

研
究
者
で
も
解
釈
の
難
し
い
史
料
で
も
あ
る｣

(

新
名
一
仁

(

二
〇
二

〇：

三
頁))

と
し
て
知
ら
れ
る
史
料
で
あ
る
。

こ
の
文
献
の
言
語
の
概
略
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
く
た
め
、
日
本
語

学
的
な
観
点
か
ら
の
解
説
と
し
て
、
漆
谷
広
樹

(

二
〇
〇
七)

を
引
い

て
お
く
。

仮
名
交
り
の
和
化
漢
文
で
あ
る
。
文
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
が
や

や
長
め
で
あ
り
、
他
の
日
記
に
比
べ
て
論
理
構
成
が
複
雑
で
あ
る
。

…

(

中
略)

…
本
書
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
独
特
の
語
が
見
ら
れ

る
。｢

�
ア
ツ
カ
ヒ

｣
(

処
理
す
る
こ
と
、
領
知
す
る
こ
と)

、｢

案
中｣

(

予

想
通
り)

、｢

案
利｣

(

思
い
通
り
に
勝
利
す
る)
、｢

家
景｣

(

領
地
、

財
産)

、｢

口
能｣

(

弁
解)

、｢

順
逆｣

(

い
か
な
る
場
合
に
も)

等

で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
同
時
期
の
西
国
の
文
献
に
用
例
が
見
ら

れ
る
語
が
存
し
、
九
州
方
言
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
な
か
に
は

｢

如
く｣

(

の
方
へ)

、｢

慈｣
(

味
方)

の
よ
う
な
出
現
頻
度
の
高
い
語
や
、｢

入
目｣

(

落
ち
目)

、｢

失
衆｣

(

本
来
の
領
地
か
ら
逃
亡
し
た
者
ど
も)

な
ど
の
語
に
も
他
に
な

い
意
味
が
見
ら
れ
る
。
ま
た

｢

働
く｣

に

｢

戦
場
へ
出
か
け
る
こ

と
、
戦
闘｣

の
意
が
あ
り
、
さ
ら
に

｢

下
城｣

｢

詰
城｣

｢

乗
陣｣

と
い
っ
た
語
に
戦
国
の
語
彙
と
し
て
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら

に

｢

格
護｣

(

領
有
し
て
支
配
す
る)

、｢

帰
鞍｣

(

馬
に
乗
っ
て
帰

る)

、｢

類
船｣

(

一
団
と
な
っ
て
い
く
船)

と
い
っ
た
漢
籍
に
用

例
が
見
ら
れ
な
い
語
も
あ
る
。
そ
の
他
で
は
、
漢
籍
を
出
典
と
す

る

｢

青
州
従
事｣

(

酒
の
異
名)

や
、｢

謂
捨｣

(

即
興
の
連
歌
を

作
る
こ
と)

な
ど
こ
の
日
記
の
多
彩
さ
を
表
す
語
彙
が
見
ら
れ
る
。

本
書
の
語
彙
の
構
成
の
複
雑
さ
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
な
お
、
本
書
の
用
字
・
用
語
に

｢

近
世
初
期
の
記
録
語｣

と
見

な
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
中
に
は

｢

方
言
と
見
な
す
べ
き
も
の｣

も
あ

る
こ
と
は
、
す
で
に
斎
木
一
馬

(

一
九
六
八)

に
指
摘
が
あ
る
。

二

『

上
井
覚
兼
日
記』

に
お
け
る
引
用
・
例
示
の

用
法
の

｢

通｣

字

『

上
井
日
記』

に
特
殊
な
用
法
の

｢

通｣

字
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
の
は
、
似
鳥
雄
一

(

二
〇
一
六)

で
あ
る
。｢

意
味
内
容
か
ら
し
て

｢
と
おマ
マ

り｣

と
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い｣
と
注
で
述
べ
た
上
で
、
現
代
語
で
用
い
ら
れ
る

｢

〜
の
通
り｣

｢

〜
の
ま
ま｣

｢
〜
と
同
じ
く｣

と
い
っ
た
意
味
と
は
異
な
る
意
味
で
用
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い
ら
れ
た
例
を
挙
げ
、
詳
細
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
古
記
録
類
に
特
有
の
語

(

記
録
特
有
語)

の
研
究
は
、
史

料
解
読
上
の
必
要
性
か
ら
、
日
本
史
学
の
分
野
で
始
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
松
本
愛
重

(

一
九
三
二)

・
同

(

一
九
三
三)

等
が
初
期
の
も

の
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
似
鳥

(

二
〇
一
六)

は
、
そ
う
し
た
研
究
の

系
列
に
連
な
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
で
は
、
多
く
の
挙
例
と
そ
の
詳
し
い
解
釈
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
各
用
法
に
つ
い
て
一
例
ず
つ
抜
粋

し
、
ま
た
解
釈
に
つ
い
て
も
最
小
限
を
引
用
し
、
私
に
ま
と
め
て
示
し

て
お
く
。

似
鳥

(

二
〇
一
六)

で
は
、
ま
ず
、｢

現
代
共
通
の
用
法
―

｢

〜
の

通
り｣

―｣

と
し
て
、
現
代
語
と
同
じ
よ
う
な
用
法
と
し
て
理
解
で
き
、

特
に
解
釈
が
困
難
で
は
な
い
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例

(

１)

は

『

上
井
日
記』

か
ら
数
多
く
拾
う
こ
と
が

で
き
る
。

①
一
、
此
日
、
未
之
剋
、
平
佐ヨ

書リ

状
到
来
候
、
文
体
者
、
中
郷
へ
東

郷
之
人
衆
二
三
百
計
打
越
、
中
郷
之
地
頭
職
烏
丸
紀
伊
介
を

責せ
き

出
候
由
候
、
結
句
聖
家
一
人
・
俗
人
三
人
射

[

討]

殺
候
由
見
得

候
、
彼
返
事
者
、
承
候
通
委
御
老
中
へ
披
露
申
候
、
尚
々
其

許
之
体
被
聞
合
、
依
時
宜
御
注
進
可
有
事
肝
要
之
由
申
候
、

(

天
正
二
年
八
月
九
日)

(

解
釈)

…
覚
兼
は
、｢

そ
ち
ら
か
ら
承
っ
た
通
り
に
、
委
し
く
御

老
中
へ
披
露
し
て
お
い
た
。
…｣

と
返
事
を
し
た
。

問
題
は
、
こ
れ
以
外
に
散
見
さ
れ
る
用
法
で
あ
る
。｢

中
世
独
自
の

用
法
―

｢

〜
な
ど｣

―｣

と
し
て
、
二
種

(

三
種)

に
分
け
て
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
ず
、｢

発
言
の
引
用｣

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

②
一
、
此
日
、
平
佐
石
神
坊
承
候
、
冠
嶽
と
口

[

公]

事
辺
之
事
、
今
月
長

日
前
に
候
間
、
於
此
方
事
終
し
候
す
る
之
由
先
月
承
候
間
、

此
方
へ
御
座
候
、
然
共
、
如
何
様
に
候
哉
御
参
な
く
、
千
部

会
に
も
御
参
な
く
候
、
拙
者
書
状
以
、
菟
角
和
光
院
へ
申
候

へ
か
し
と
、
肥
後
山
城
守
殿
同
心
に
て
承
候
、
我
等
申
事
に

ハ
、
先
々
御
坊
か
へ
り
候
て
、
使
者
以
冠
嶽
へ
、
い
つ
比
御

参
候
す
る
歟
内
談
候
て
可
然
候
通
申
、
か
へ
し
申
候
、(

天

正
二
年
一
〇
月
二
日)

(

解
釈)

…
覚
兼
は

｢

ひ
と
ま
ず
御
坊
は
お
帰
り
に
な
っ
て
、
使
者

を
冠
嶽
に
送
っ
て

｢

い
つ
ご
ろ
参
ら
れ
る
の
か｣

と
内
談
す

る
の
が
よ
ろ
し
か
ろ
う｣

と
言
っ
て
、
石
神
坊
を
帰
し
た
の

で
あ
っ
た
。
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こ
の
用
法
は

｢

覚
兼
と
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
陳
情
者
の
会
話
の
な
か
で

の
発
言
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
発
言
を
引
用
し
、
そ
れ
を
結
ぶ
た
め
に

用
い
ら
れ
て
い
る｣

も
の
と
さ
れ
て
い
る

(

２)

。

次
に

｢

例
示｣
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
る
。

③
一
、
十
九
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
座
主
・
権
執
印
口

[

公]

事
之
儀
承
候

分
、
御
老
中
へ
申
入
候
、
扨
者
三
ま
ひ
衆
通
に
ハ
、
彼
者
成

ま
し
き
者
に
て
候
哉
、
然
と
も
養
子
に
成
候
へ
ハ
、
い
か
な

る
賤
者
も
養
父
の
位
法
第
に
こ
そ
候
へ
、
本
の
親
の
位
・
名

字
な
と
ハ
い
ら
さ
る
由
候
、
此
分
堅
申
つ
め
候
間
、
菟
角
は

つ
し
ゑ
ら
れ
す
候
、
只
新
田
者
余
所
に
替
候
間
、
神
慮
か
ケ

様
に
候
と
計
被
申
候
、
道
理
ハ
少
も
無
承
分
事
候
、(

天
正

二
年
八
月
一
九
日)

(

解
釈)

…
老
中
か
ら
は

｢

そ
れ
で
は
そ
の
者
は
三
昧
衆
な
ど
に
は

な
れ
な
い
と
い
う
の
か
。
…｣

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
…

こ
の
用
法
に
つ
い
て
は

｢｢

〜
な
ど｣

と
訳
す
の
が
最
良
と
思
わ
れ
る｣

と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
似
鳥

(

二
〇
一
六)

は

『

日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版』
(

以
下

『

日
国
大』

と
す
る)

の

｢

な
ど｣

の
説
明
を
引
き
、

｢

な
ど｣

と

｢

通｣

と
の
類
似
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
後
の
議
論
に
関

わ
る
部
分
が
あ
る
の
で
、『

日
国
大』

の
関
連
す
る
部
分
を
、
用
例
を

省
略
し
て
引
用
し
て
お
く
。

な
ど
【
等
・
抔
】[

副
助]

(｢

な
に
と｣

が

｢

な
ん
ど｣

を
経
て

変
化
し
た
も
の)

ほ
か
に
も
同
類
の
も
の
の
あ
る
中
か
ら
一
例
と

し
て
示
す
意
を
表
わ
す
。
�
体
言
ま
た
は
体
言
と
同
資
格
の
語
句

を
受
け
て
用
い
ら
れ
る
。
�
体
言
を
受
け
て
、
類
例
を
例
示
ま
た

は
暗
示
し
つ
つ
、
代
表
と
し
て
指
し
示
す
。
�
引
用
文
を
受
け
て
、

お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
を
示
す
。
�
体
言
・
形
容
詞
連
用
形
・
副
詞

な
ど
を
受
け
、
漠
然
と
さ
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
を
や
わ
ら
げ
る
。

�
あ
る
事
物
を
取
り
立
て
て
例
示
す
る
。

似
鳥(

二
〇
一
六)

は｢

発
言
の
引
用｣

は
�
�
に｢

ほ
ぼ
合
致｣

し
、

｢

例
示｣

は
�
�
に

｢

該
当
す
る｣

と
み
る
。
ま
た
、『

日
国
大』

の

｢

な
ど｣

の

｢

語
誌｣

に

｢

�
は
、
暗
示
さ
れ
る
事
物
を
、
種
類
と
し

て
は
同
類
と
認
め
な
が
ら
、
価
値
と
し
て
は
相
反
す
る
も
の
と
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
用
法
で
あ
る
が
、
価
値
の
低
い
も
の
が
例
示
さ

れ
る
場
合
が
多
い
た
め
、
軽
蔑
を
表
わ
す
用
法
な
ど
と
も
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
…(

中
略)

…
価
値
あ
る
も
の
が
例
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

(

３)

。｣
と
あ
る
の
を
も
と
に
、｢

例
示｣

の
場
合
に
は
時
と
し
て

｢

謙
譲
・
軽

侮｣
の
心
情
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。｢｢

通｣

に
は
対
象
の
地
位

を
下
げ
る
用
法
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
自
己
に
対
し
て
用
い
ら
れ
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れ
ば
謙
譲
の
、
他
者
に
向
け
ら
れ
れ
ば
軽
侮
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
表
わ

す
こ
と
に
な
る｣

と
し
、
次
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
て
い
る
。

④
一
、
十
八
日
、
如
常
出
仕
候
、
昨
日
野
村
殿
役
之
御
侘
之
事
、
御

老
中
へ
�拙

申者

候一

、人

即ニ

達テ

上
聞
候
へ
と
承
候
間
、
申
上
候
、

御
返
事
ニ
、
爰
許
役
之
御
侘
被
申
候
、
無
御
納
得
候
、
若
者

何
た
る
心
底
共
候
哉
、
寄
合
中
前
よ
り
猶
々
被
承
候
へ
、
無

其
儀
候
ハ
ゝ
、
尚
々
御
頼
之
由
に
て
そ
候
す
ら
ん
と

上
意

候
、

そ
れ
よ
り
野
村
殿
へ
相
尋
申
候
、
無
別
儀
候
、
国
境
之
事
に

候
間
、
我
々
通
罷
居
候
て
ハ
、
向
後
御
為
に
罷
成
ま
し
き
由

候
也
、
依
夫
御
侘
有
由
候
也
、(

天
正
二
年
一
〇
月
一
八
日)

(

解
釈)

…
そ
こ
で
野
村
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、｢
特
に
何
か
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。(

平
佐
は)

国
境
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
私
な
ど
が
お
っ
て
は
今
後
の

(

家
中
の)
御

為
に
な
り
ま
す
ま
い
。
だ
か
ら
辞
任
を
願
い
出
た
の
で
す｣

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

⑤
一
、
廿
四
日
、
如
常
出
仕
申
候
、
諸
所
之
歳
暮
御
祝
言
之
衆
取
成

候
、
…

(

中
略)

…
次
ニ

上
意
候
、
一
昨
日
南
林
寺
へ
御

光
儀
之
時
、
清
賀
ノ
御
座
へ
宮

[

給]

仕
申
候
、
彼
等
通
之
者
御
座

へ
宮

[

給]

仕
、
無
御
納
得
候
、
言
語
道
断
之
由
被
仰
出
候
也
、

(

天
正
二
年
一
二
月
二
四
日)

(

解
釈)

…
義
久
が
言
う
に
は
、
南
林
寺
で
は

｢

清
賀｣

な
る
者
の

子
が
御
座
で
の
宮
仕

(

給
仕
役)

を
し
て
い
た
が
、｢

あ
の

よ
う
な
者
が
御
座
で
宮
仕
を
す
る
と
は
納
得
で
き
な
い
。
と

ん
で
も
な
い
こ
と
だ｣

と
の
こ
と
で
、
…

④
は

｢

謙
譲｣

、
⑤
は

｢

軽
侮｣

の
例
で
あ
る
。

以
上
、｢

引
用｣

｢

例
示｣

(｢

謙
譲
・
軽
侮｣)

の
用
法
が
、
本
稿
で

注
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

三

｢

通｣

字
は
い
か
な
る
語
を
表
記
し
た
も
の
か

(

一)
｢

な
ど｣

の
可
能
性

こ
こ
か
ら
は

｢

通｣

字
が
い
か
な
る
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
の

か
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
挙
げ
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
。
ま
ず
、｢

な
ど｣

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、

念
の
た
め
、｢

な
ど｣

を
表
記
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

お
く
。｢
通｣

字
が

｢

な
ど｣

を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
、｢

通｣

字
の
字
義
に

｢
な
ど｣

と
重
な
る
部
分
の
あ
る
こ
と
、｢

通｣

字
の
字
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訓
に

｢

な
ど｣

が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。

｢

通｣
字
の
字
義
・
字
訓
を
確
認
す
る
に
当
た
っ
て
、
最
初
に
辞
典

類
の
記
述
を
確
認
し
て
お
く
。
用
例
等
記
述
の
一
部
を
省
略
し
、『

大

漢
和
辞
典』

(

以
下

『
大
漢
和』

と
す
る)

の
記
述
を
引
用
す
る
。

【
通
】
ト-

ウ

ツ

慣
ツ-

ウ

�
と
ほ
る
。
�
と
ど
く
。
い

た
る
。
�
ゆ
き
わ
た
る
。
�
つ
ら
ぬ
く
。
�
あ
る
く
。
へ
る
。
す

ぎ
る
。
�
の
び
る
。
し
く
。
あ
ま
ね
く
ひ
ろ
が
る
。
ヘ○
故
障
な
く

行
く
。
な
め
ら
か
。
ト○
す
く
。
透
る
。
チ○
さ
と
る
。
リ○
し
た
が
ふ
。

�
と
ほ
す
。
と
ほ
ら
し
め
る
。
�
か
よ
ふ
。
ゆ
き
き
す
る
。
	
か

よ
は
す
。
か
よ
は
し
め
る
。


ま
じ
は
る
。
六○
密
か
に
情
好
を
ま

じ
へ
る
。
七○
の
べ
る
。
陳
述
す
る
。
八○
き
は
ま
ら
ぬ
。
九○
つ
づ
く
。

つ
ら
な
る
。
十○
共
に
用
ひ
る
。
互
に
か
へ
あ
ふ
。
○十一
栄
達
す
る
。

出
世
す
る
。
○十二
ひ
ら
く
。
設
け
る
。
開
置
す
る
。
○十三
し
る
。
あ
ま

ね
く
し
る
。
○十四
も
の
し
り
。
○十五
つ
た
へ
る
。
○十六
ほ
ら
。
う
つ
ろ
。

○十七
も
つ
ぱ
ら
。
ひ
と
い
ろ
。
全
一
。
○十八
あ
ま
ね
く
。
す
べ
て
。
○十九

し
め
。
総
計
。
○二十
と
り
つ
ぎ
。
○廿一
と
き
あ
か
し
。
解
釈
。
又
、
其

の
書
。
○廿二
首
尾
完
結
し
た
篇
章
。
○廿三
楽
器
一
組
の
名
。
○廿四
馬
の
く

そ
。
馬
糞
。
○廿五
土
地
区
画
の
名
。
十
里
四
方
の
称
。
○廿六
や
ぶ
に
ら

み
。
�
に
通
ず
。
○廿七
古
、
俑
に
作
る
。
○廿八
姓
。
○廿九

現

�
甚
だ
。

痛
く
。
�
全
然
。
一
切
。
邦
�
つ
う
。
人
情
に
暁
達
し
、
歌
舞

游
芸
に
明
る
い
こ
と
。
又
、
其
の
人
。
�
と
ほ
り
。
�
き
こ
え
。

�
信
用
。
�
符
合
す
る
。
合
致
す
る
。
�
つ
う
じ
。
大
小
便
の
排

出
。
	
か
よ
ひ
。
�
酒
席
の
給
仕
。
�
金
銭
又
は
貨
物
の
授
受
ご

と
に
其
の
た
か
を
記
載
し
て
お
く
帳
簿
。

『

漢
語
大
詞
典』

『

漢
語
大
字
典

第
二
版』

等
を
見
て
も
、
そ
の
意
味

記
述
は
、｢

古
州
名｣

な
ど
一
部
に

『

大
漢
和』

に
は
な
い
意
味
も
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、｢

な
ど｣

(

引
用
や
例
示
の
用
法)

に
繋
が
る
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
。｢

通｣

字
に
は

｢

な
ど｣

に
相
当
す
る
用
法
は
な

い
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う

(

４)

。

字
訓
を
確
認
す
る
た
め
、
室
町
期
の
漢
和
辞
典
と
し
て

『

倭
玉
篇』

を
見
て
お
く
。
今
回
調
査
し
た
の
は
、『

夢
梅
本』

『

篇
目
次
第』

『

慶

長
整
版
本』

(

以
上
、
古
辞
書
大
系)

、『

拾
篇
目
集』

『

玉
篇
略』

『

米

沢
文
庫
本』

『

弘
治
二
年
本』

『

玉
篇
要
略
集』

(

以
上
、
倭
玉
篇
五
本

和
訓
集
成)

、『

音
訓
篇
立』

(

古
辞
書
音
義
集
成)

で
あ
る

(

以
下
、

傍
線
部
を
略
号
と
す
る)

。『

倭
玉
篇』

類
に
見
ら
れ
た
和
訓
は
以
下
の

通
り
。
訓
の
下
に
示
し
た
の
は
、
そ
の
訓
の
見
ら
れ
た
倭
玉
篇
の
略
号

で
あ
る
。
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｢
カ
ヨ
フ(

カ
ヨ
ウ)｣

夢

次

慶

拾

略

米

弘

要

音

｢
ミ
チ｣

夢

次

慶

拾

略

米

弘

音

｢

ト
ホ
ル(
ト
ヲ
ル)｣

夢

慶

拾

略

弘

要

音

｢

ス
ク｣

次

略

音

｢

ユ
ク｣

次

慶

拾

｢

ト
ツ
ク｣

拾

米

音

｢

タ
フ｣

拾

音

｢

ツ
ラ
ナ
ル｣

略

米

｢

ヤ
ス
シ｣

略

米

｢

キ
ヨ
シ｣
略

米
｢

ヤ
シ
ナ
ウ｣
略

米
｢

ト
モ
カ
ラ｣
米

音

な
お
、
一
本
の
み
に
見
ら
れ
た
和
訓
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。｢

ナ

ツ
ク｣

慶
、｢

コ
ソ
ル｣

次
、｢

ム
ナ
シ｣

拾
、｢

ツ
ク
ス｣

略
、｢
ト
ウ

ス｣

米
、｢

ツ
ラ
ネ
ル｣

米
、｢

ス
リ｣

米
、｢

タ
ル｣

音
、｢

ユ
ク
ス
へ｣

音
、｢

ア
マ
ネ
シ｣

音
、｢

ト
ホ
シ｣

音
、｢

サ
ト
ル｣

音
、｢

ス
ミ｣

音
。

『

倭
玉
篇』

類
に
見
ら
れ
た
訓
の
う
ち
、｢

ト
ツ
ク｣

は

｢

ト
ヅ
ク｣

で

｢

届｣

の
意
。｢

ヤ
ス
シ｣

｢

キ
ヨ
シ｣

等
、
根
拠
の
不
明
な
訓
も
あ
る
。

『

倭
玉
篇』

類
の
調
査
か
ら
は
、｢

通｣

字
に
は｢

ナ
ド｣

の
訓
は
な
く
、

そ
れ
に
類
似
す
る
訓
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

古
辞
書
類
に

｢

ナ
ド｣

の
訓
が
見
え
る
の
は
、『

和
漢
音
釈
書
言
字

考
節
用
集』

(

享
保
二
・
一
七
一
七)

に

｢

抔
・
等｣

字
の
訓
と
し
て

次
の
よ
う
に
あ
る
の
が
古
い
よ
う
で
あ
る

(

５)

。

抔ナ
ド

本
朝
語
之
辞
�

今
按
宜
用
等
字

等同

(

言
辞
・
奈)

『

上
井
日
記』

で
は
七
〇
〇
以
上
の

｢

な
ど｣

の
仮
名
書
き
例
が
あ
る
。

『

上
井
日
記』

の

｢

な
と｣

の
例
を
示
し
て
お
く
。

⑥
…
当
時
高
城
之
所
領
者
新
城
へ
付
候
間
、
若
シ
人
衆
な
と
、
彼
処

へ
者
不
被
移
も
や
候
す
ら
ん
、
…

(

天
正
二
年
一
〇
月
三
日)

⑦
…
御
上
様
又
者
老
中
衆
な
と
へ
被
対
候
て
、
少
も
御
遺
恨
無
是
候
、

…

(

天
正
二
年
一
二
月
一
九
日)

⑧
…
彼
者
な
と
を
押
立
候
て
こ
そ
、
豊
州
家
之
脚
軽
な
と
も
働
候
す

る
程
ニ
、
…

(

天
正
三
年
一
一
月
一
二
日)

⑨
…
城
誘
・
城
戸
柱
曳
な
と
通
之
儀
者
、
当
時
御
さ
せ
被
成
候
衆
中

挌
護
之
所
な
ミ
に
ハ
難
成
由
也
…

(

天
正
三
年
一
二
月
一
六
日)

⑨
の
よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、｢

な
ど｣

と

｢

通｣

は

別
語
で
あ
ろ
う
。｢

通｣

字
を

｢

な
ど｣

と
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
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(

二)
｢

と
ほ
り｣

の
可
能
性

次
に
、
似
鳥

(

二
〇
一
六)

が
想
定
し
た
読
み
で
あ
る

｢

と
ほ
り｣

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
実
は
、
二
で
示
し
た
用
法

(｢

引
用｣

｢

例

示｣
｢

謙
譲
・
軽
侮｣)

の
う
ち
、｢

謙
譲
・
軽
侮｣

(｢

例
示｣)

に
つ
い

て
は
、
接
尾
辞

｢
と
ほ
り｣

の
意
味
と
し
て
、『

時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編』

(

以
下

『
時
代
別』

と
す
る)

に
記
述
が
あ
り
、『

上
井

日
記』

の
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
を
示
し
て
お
く

(

二□

②
の
用
法

(

６))

。

と
ほ
り[

通]

二□

(

接
尾)

①
物
の
一
方
か
ら
他
方
ま
で
ひ
と
つ

づ
き
の
筋
を
な
し
て
い
る
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い
る
。
…

(

用

例
省
略)

…
②
名
詞
に
付
い
て
、
そ
の
分
際
・
立
場
に
あ
る
意
を

表
わ
す
。
特
に
自
称
の
語
に
付
い
て
、
自
ら
を
卑
下
し
て
い
う
。

｢T
ouori

(

ト
ヲ
リ)

。
程
度
、
す
な
わ
ち
、
位｣

(
日
葡
補○)

｢

竹
村
七
之
助
と
て
、
重
斎
弟
子
に
て
も
二
ば
ん
と
を
り
の
器
量

あ
る
兵
法
な
る
が｣

(

室
町
殿
日
記
十)

｢

我
等
と
お
り
の
者
は
何

程
打
死
し
た
る
と
て
も
く
る
し
か
ら
ず｣

(

三
河
物
語
三)

｢

拙
者

通
に
て
、
御
礼
申
候
事
不
似
合
候
へ
共
、
御
宿
元
近
辺
に
当
時
宿

仕
罷
居
候
条
、
乍
楚
忽
御
一
礼
申
之
由
申
候｣

(

上
井
日

記
天
正
十
三
、
二
、
十
四)

③
↓
ひ
と
と
ほ
り

｢

謙
譲
・
軽
侮｣
(｢

例
示｣)

の
用
法
は
、『

日
国
大』

の

｢

と
お
り

【
通
】｣

の
項
に
は
記
述
が
な
い
も
の
の
、『

上
井
日
記』

特
有
で
は

な
く
、
室
町
期
に
は
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
用
法
の
記
述
が
あ
る
の
は

『

時
代
別』

だ
け
で
あ
り
、
調
査
が
必

要
で
は
あ
る
が
、
室
町
期
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、｢

通｣

の
上
接
語
に
つ
い
て
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
は
あ

る
が
、｢

例
示｣

の
用
法
に
つ
い
て
は
、
似
鳥

(

二
〇
一
六)

の
言
う

よ
う
に

｢

例
示｣

と
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
、
解
釈

(

現
代
語
訳)

の

再
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、『

室
町
殿
日
記』

『

三
河
物
語』

の
例
は
全
体
が
仮
名
書
き
で

語
形
が
確
定
で
き
る
が
、『

上
井
日
記』

に
つ
い
て
は

｢

り｣

を
送
っ

た
例
や
全
体
が
仮
名
書
き
さ
れ
た
例
が
な
い

(

７)

。
用
法
か
ら
考
え
て
、
こ

れ
ら
と
同
様
に

｢

と
ほ
り｣

と
読
ん
だ
可
能
性
は
高
い
も
の
の
、
完
全

に
語
形
の
確
定
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、｢

引
用｣

の
用
法
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
辞
書
類
の

｢

と
ほ

り｣

の
項
の
記
述
か
ら
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
似
鳥

(

二
〇
一
六：

六

九
頁)

は

『

日
葡
辞
書』

(

邦
訳
日
葡
辞
書)

に

T
ou
ori.

ト
ヲ
リ

(

通
り)

様
式
・
趣
、
ま
た
は
、
種
類
。

＝
T
� ucaino

touoriuo
y� ｕ
.
(

使
の
通
り
を
言
ふ)

伝
言
の
本
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旨
、
ま
た
は
、
伝
言
の
趣
を
そ
の
ま
ま
言
う
。＝

Sonatano

touorino
bun.

(

そ
な
た
の
通
り
の
分)

あ
な
た
と
全
く
同
様

に
。＝
ま
た
、
あ
な
た
の
言
う
の
と
同
じ
趣
の
こ
と
。

と
あ
る
の
を
も
と
に

(

８)

、｢｢

趣｣

は
発
言
の
引
用
、｢

種
類｣

は
例
示
の

用
法
の
一
面
を
そ
れ
ぞ
れ
捉
え
て
は
い
る
が
、
現
代
語
へ
の
翻
訳
に
際

し
て
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い｣

と
し
て
い
る
。
た
し
か

に
、『

日
葡
辞
書』

の
意
味
記
述
は
、
そ
の
掲
げ
る
例
文
を
見
る
に
、

直
接
に
引
用
や
例
示
の
用
法
に
繋
が
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ

し
、
引
用
の
用
法
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

注

(

１)

に
引
い
た

『

時
代
別』

が

｢

連
体
修
飾
語
を
承
け
て
、
そ
こ

で
い
わ
れ
た
内
容
の
筋
合
・
趣
旨
に
そ
っ
く
り
相
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
い
う｣

の
用
法
の
例
と
し
て
掲
げ
る

『

虎
明
本
狂
言
集』

の

｢

鱸
庖
丁｣

の
例
な
ど
は
、
そ
う
し
た
例
と
思
わ
れ
る
。
前
文
を
補
っ

て
引
用
し
て
お
く
。｢

と
を
り｣

を
引
用
の

｢

と｣

で
訳
し
て
も
通
用

す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

甥)

�
…
都
に
お
ぢ

(

伯
父)

を
も
つ
て
ご
ざ
る
が
、
四
五
日
の
う
ち
に

く
わ
ん
ど
な
り

(

官

途

成

)

を
い
た
さ
る
ゝ
が
、
そ
れ
に
鯉
が
い

(

要)

る
程
に
、
み

(

見)

事
な
こ
い
を
も
と

(

求)

め
て
く
れ
よ
と
申
こ

(

越)

さ
れ
た
程
に
、
此
中

(

こ
の
ぢ
ゅ
う)

尋

れ
共
御
ざ
な
ひ
、
し
ぜ
ん

(

自
然)

そ
れ
を
た
の

(

頼)

み
に
し
て
い
ら
る
ゝ
事
も

御
ざ
あ
ら
ふ
ず
る
間
、
御
ざ
な
ひ
と
を
り
を
ま
い
つ
て
申
さ
ば
や

と
存
る
、(

表
現
社
刊
本
に
よ
る)

引
用
の
用
法
の

｢

と
ほ
り｣

に
つ
い
て
は
、｢

と
ほ
り｣

の
用
法
が
変

化
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
九
州
方
言
に

お
い
て
、
中
央
語
で
も
使
用
さ
れ
る
語
が
中
央
語
と
は
異
な
っ
た
意
味
・

用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例

(

９)

が
先
学
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
て
お
り
、
引

用
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
九
州
方
言
と
の
関
わ
り
も
検
討
課
題
に
な
る

だ
ろ
う
。
な
お
、
上
接
語
句
に
つ
い
て
の
調
査
等
は
必
要
で
あ
る
が
、

｢

引
用｣

の
用
法
に
つ
い
て
も
、
解
釈

(

現
代
語
訳)

の
妥
当
性
に
つ

い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

(

三)
｢

ツ
ウ｣

の
可
能
性

前
節
ま
で
の
検
討
か
ら
は
、『

上
井
日
記』

の
引
用
・
例
示
の
用
法

の

｢

通｣

字
は

｢

と
ほ
り｣

と
読
む
の
が
穏
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、『

上
井
日
記』

に
お
け
る

｢

通｣

字
が

｢

と
ほ
り｣

を
表
記

し
た
も
の
と
完
全
に
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
や
や

唐
突
な
き
ら
い
は
あ
る
が
、｢

通｣

字
が
音
読
さ
れ
た
可
能
性
に
触
れ

て
お
き
た
い
。

こ
の
時
代
、
音
読
の
場
合
、｢

通｣

字
は

『

落
葉
集』

本
篇

｢

つ｣
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に

○
通つ

う
か
よ
ふ

み

ち

‐
夜や

‐
次じ

‐
達だ
つ

‐
道だ
う

‐
路ろ

‐
法は
う

‐
貫
く
は
ん
‐
例れ
い

‐
寒か
ん

‐
天て
ん

‐

身し
ん

‐
心し
ん

‐
子ず

‐
用よ
う

と
あ
る

(

左
訓
は
省
略
し
て
引
用
し
た)

よ
う
に
、
一
般
に
慣
用
音

｢

ツ
ウ｣

で
用
い
ら
れ
た
。
文
書
・
書
状
を
数
え
る
助
数
詞
の
場
合
も

｢

ツ
ウ｣

で
あ
る

(｢
一
通ツ
ウ
状｣

『

易
林
本
節
用
集』

伊
・
言
語)

。『

上

井
日
記』

の

｢

通｣

字
が

｢
ツ
ウ｣

と
読
ま
れ
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

『

日
本
方
言
大
辞
典』

で

｢

ツ
ウ

(
ツ
ー)｣

を
引
い
て
み
る
と
、
こ

れ
が
大
分
県
大
分
郡
で
、
接
尾
辞
と
し
て

｢
な
ど｣

の
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
原
資
料
は
土
肥
健
之
助
編

(

一
九
〇
二)

『

大
分
県
方
言
類
集』

甲
斐
書
店

(

復
刻
版

(

一
九
七
五)

国
書
刊
行

会)

で
あ
る
。
大
分
県
全
域
に
わ
た
る
方
言
集
と
し
て
は
最
古
の
も
の

で
あ
る
。
原
資
料
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ツ
ー

(

接
尾)

等
ノ
意

(

分)

中
下
等

ナ
ド

凡
例
に
よ
れ
ば
、｢(

分)｣

は

｢

上
欄
方
言
ノ
行
ハ
ル
ル
地
方｣

の

｢

大
分
郡

(

�)｣

を
、｢

中
下
等｣

は

｢

其
行
ハ
ル
ル
社
会｣

を
、｢

ナ
ド｣

は

｢

方
言
ニ
換
フ
ヘ
キ
標
準
語｣

を
示
し
て
い
る
。
覚
兼
に
ゆ
か
り
の

あ
る
鹿
児
島
や
宮
崎
で
は
な
い
も
の
の
、
九
州
で
こ
う
し
た
言
い
方
が

存
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。『

大
分
県
方
言
類
集』

で
は
用
例
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
詳
し
い
用
法
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、『

上
井
日
記』

の

引
用
・
例
示
の
用
法
の

｢

通｣

字
は

｢

な
ど｣

と
用
法
的
に
極
め
て
近

い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
分
方
言
に
存
し
た

｢

ツ
ウ｣

と
の
関
わ
り
は
考
え
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
引
用
・
例
示
の

｢

通｣

字
が

｢

ツ
ウ｣

と
い
う
語
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も

浮
上
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
迫
野
虔
徳

(

一
九
九
八：

三
三
三
頁)

に

｢

九
州
方
言
語

彙
の
中
に
は
、
か
つ
て
の
中
央
語
と
の
間
に
容
易
に
関
連
が
た
ど
れ
な

い
も
の
、
語
源
が
不
明
で
あ
る
も
の
が
少
な
く
な
い｣

と
あ
る

(

�)

が
、

｢

な
ど｣

の
意
の

｢

ツ
ウ｣

の
場
合
、
そ
の
語
源
に
つ
い
て
あ
る
程
度

の
推
測
が
で
き
、｢

ツ
ウ｣

が

｢

通｣

で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
い

よ
う
に
思
う
。
大
分
方
言
の

｢

ツ
ウ｣

は
、｢

等

(

ト
ウ)｣

に
由
来
す

る
も
の
で
は
な
い
か
。｢

ト
ウ

(

等)｣

に
つ
い
て
、『

邦
訳
日
葡
辞
書』

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

T
� .

ト
ゥ

(

等)

他
の
語
の
あ
と
に
連
接
す
る
助
辞
で
、&

c.

[
等
、
な
ど
、
そ
の
他]

と
言
う
の
に
似
て
い
る
。
…
お
よ
び
そ

の
他
、
そ
の
他
の
物
の
意
。
例G

oy
� t�
v
� xe
t� uqerarei.

(

御
用
等
仰
せ
付
け
ら
れ
い)

す
べ
て
あ
な
た
が
必
要
と
す
る
事

42



や
そ
の
他
を
私
に
せ
よ
と
申
し
付
け
て
下
さ
い
。

ま
た
、
ロ
ド
ロ
ゲ
ス

『

日
本
大
文
典』

(

邦
訳
本)

の

｢

第
七
の
品
詞

接
続
詞
に
つ
い
て｣

の

｢

接
続
詞

N
ado

(

な
ど)

、Igue
(

以
下)

、

T
�
(

等)
に
就
い
て｣

の
項
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
こ
れ
ら
三
つ
は
同
じ
意
味
を
持
っ
て
ゐ
て
、
名
詞
の
後
に
置
か

れ
る
。
我
々
が

et
sim
ilia

と
かet

caetera,
et
alia

(

そ
の

他
同
じ
、
等
々)

と
い
ふ
場
合
に
、
こ
れ
を
用
ゐ
る
。
例
へ
ば
、

V
onreit�

m
� xi
agubequi

tam
e
(

御
礼
等
申
上
ぐ
べ
き
た

め)

、C
orera
t�
(

こ
れ
ら
等)
、V

arera
igue

(

わ
れ
ら
以

下)

、F
� hai
nado

(

傍
輩
な
ど)

。

｢

ト
ウ｣

と

｢

な
ど｣

と
が
類
似
し
た
用
法
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
用
例
を
見
る
と
、
字
音
語
で
は
あ
る
が
口
頭
で
も
用
い
ら
れ

た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、
九
州
方
言
の
特
徴
で
あ
る
。
ロ

ド
リ
ゲ
ス

『

日
本
大
文
典』

の
記
述
が
、
迫
野

(

一
九
九
八：

三
〇
九

頁)

に
簡
潔
に
箇
条
書
き
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用

す
る
。１

、
九
州
全
般
の
特
徴

ａ

オ
段
長
音
の
合
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
す
る
。

例
、
一

升

(

イ
ッ
シ
ュ
ウ)

今
日

(

キ
ュ
ウ)

付
、
あ
る
地
方
で
は
、
ト
ー
を
ツ
ー
に
変
え
る
。

例
、
灯

台

(

ツ
ー
ダ
イ)

ｂ

助
詞

｢

ヘ｣

の
か
わ
り
に
、｢

ニ｣
｢

ノ
ヤ
ウ
ニ｣

｢

ノ
ゴ

ト
ク｣

｢

サ
マ
へ｣

｢

サ
ナ｣

を
用
い
る
。

…
以
下
略
…

｢

等｣

は
字
音
仮
名
遣
い
で

｢

ト
ウ｣

で
あ
り
、
オ
段
長
音
と
し
て
は

合
音

(T
� )

に
な
る
。
こ
れ
は
九
州
方
言
で
は
、
ウ
段
長
音

｢

ツ
ー

(

ツ
ウ)｣

に
変
わ
る
の
で
あ
る

(

�)

。『

上
井
日
記』

の
引
用
・
例
示
の

｢

通｣

字
が

｢

ツ
ウ｣

を
表
記
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
面
白
い
が
、｢

等ト
ウ｣

に
由
来
す
る

｢

ツ
ウ｣

に
は

｢

等｣

字
を
当
て
る
の
が
自
然
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

｢

ツ
ウ｣

が

｢

等｣

に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
場
合
、
も
し
く
は

｢

ツ
ウ｣

の
語
源
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、｢

通｣

字
を
当
て

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
証
明
は
な
か
な
か
に
難
し
い
。

(

四)

複
数
の
語
に
分
か
れ
る
可
能
性

こ
れ
ま
で
、
引
用
の
用
法
の
場
合
も
例
示
の
用
法
の
場
合
も
、
同
一

の
語
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
議
論
を
進
め
て
き
た
が
、
勿
論
用
法
に
よ
っ

て
読
み
が
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。
一
般
に
古
記
録
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の
類

(

記
録
体)

は
漢
字
の
定
訓
を
利
用
し
て
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
あ
る
漢
字
が
音
か
訓
か
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
使
用
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
し
、
訓
を
利
用
し
た
場
合
も
常
に
一
つ
の
訓
で
使
用
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

今
回
の
場
合
、
た
と
え
ば
引
用
用
法
の
場
合
は

｢

ツ
ウ｣

、
例
示
用

法
の
場
合
は

｢

と
ほ
り｣
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

し
か
し
、｢

ツ
ウ｣

や

｢

と
ほ
り｣

を
仮
名
表
記
し
た
例
か
、｢

通｣

字

に
付
訓
し
た
例
で
も
見
つ
か
ら
な
い
限
り
、
説
得
力
を
も
っ
て
こ
れ
を

主
張
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

四

ま
と
め
と
課
題

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
現
段
階
で
は

『

上

井
日
記』

に
お
け
る
引
用
・
例
示
用
法
の

｢

通｣

字
は
、｢

と
ほ
り｣

と
読
む
の
が
妥
当
か
つ
穏
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、｢
引

用｣

の
用
法
は

｢

と
ほ
り｣

の
意
味
・
用
法
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
九
州
地
方
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、｢

謙
譲
・
軽
侮｣

(
｢

例
示｣)

の
用
法
は

『

上
井
日
記』

以
外

の
文
献
に
も
例
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
の
み
認
め
ら
れ
る
用

法
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
用
法
も
武
家
の
位
相
語
と
い
っ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
い
ま
だ
調
査
不
足
の
部
分
も
多
く
、

『

上
井
日
記』

全
体
の

｢

通｣

字
の
用
例
の
分
析
、
九
州
方
言
関
係
資

料

(

文
書
や
農
書
等)

の
調
査
、
同
時
期
の
他

(

地
域)

の
古
記
録
や

古
文
書
の
調
査
等
は
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
調
査
が
進
め
ば
、
よ
り
確
定
的
な
物
言
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。

先
学
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、『

上
井
日
記』

に
は
中
世
語
特
有
と
思

わ
れ
る
用
語
や
九
州
地
域
特
有
と
思
わ
れ
る
用
語
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
読
解
は
容
易
で
は
な
い
。
古
記
録
に
は
個
人
の
も
の
と
い
う
側
面

が
あ
り
、
そ
の
文
章
で
用
い
ら
れ
る
言
葉
は
文
章
語
と
し
て
の
性
格
も

持
ち
つ
つ
も
、
特
に
私
日
記
の
場
合
は
、
そ
の
基
盤
に
あ
る
日
常
口
頭

語

(

＝
当
代
語
・
地
域
言
語)

が
顔
を
覗
か
せ
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
時
代
の
推
移
と
と
も
に

(

中
世
末

期
と
も
な
る
と)

、
記
録
体
と
し
て
の
規
範

(

＝
あ
る
べ
き
記
録
体
の

姿)

が
弛
緩
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
中
世
以
降
の

古
記
録
の
場
合
、
仮
名
の
混
入
が
次
第
に
多
く
な
る
こ
と
等
が
傾
向
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

が
、
表
記
様
式
の
変
化
に
は
そ
こ
で
使
用
さ
れ

る
用
語
の
変
化
を
も
伴
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
見
て
き
た｢

通｣
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字
の
用
法
に
も
時
代
性
や
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
り
、
公
刊

さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
ず
に
、
な
お
資
料
を
博
捜
す
る
必
要
も
あ
ろ

う
。最

後
に
付
言
す
れ
ば
、
難
解
な
史
料
の
読
解
に
は
日
本
史
学
に
関
す

る
知
識
も
必
要
で
、
日
本
語
研
究
者
の
み
で
は
困
難
な
部
分
も
多
い
。

漢
字
表
記
を
主
体
と
す
る
記
録
体
資
料
の
例
文
の
一
つ
一
つ
を
厳
密
に

解
釈
す
る
の
は
非
常
に
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
る
。
日
本
語
学
と
日
本

史
学
と
の
間
で
の
情
報
交
流
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

(

�)

。

残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
す
べ
て
は
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
、
大
方

の
ご
批
正
・
ご
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。

注

(

１)

こ
れ
は

『

日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版』

で

｢

一□

[
名]

(

動
詞

｢

と
お
る

(

通)｣

の
連
用
形
の
名
詞
化)

…
⑫
そ
れ
と
同
じ
状
態
で
あ

る
こ
と
。
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
。
…
天
草
本
平
家
物
語

[1592]

三
・
二｢

キ
ソ
シ
ン
ジ
ツ
ニ
イ
シ
ュ
ノ
ナ
イtouoriuo

(

ト
ヲ
リ

ヲ)

ア
ラ
ワ
サ
ウ
ズ
ル

タ
メ
ニ｣

…｣

、『

角
川
古
語
大
辞

典』

に｢

一□
名｢

と
ほ
る｣

の
名
詞
形
。
…
⑧
上
接
の
語
句
を
受
け
て
、

そ
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
を

な
ぞ
る
こ
と
を
い
う
。｣

、『

時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編』

に

｢

一□

(

名)

…
③
連
体
修
飾
語
を
承
け
て
、
そ
こ
で
い
わ
れ
た
内
容
の

筋
合
・
趣
旨
に
そ
っ
く
り
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

｢T
ouori

(

ト
ヲ
リ)

。
内
容
、
す
な
わ
ち
、
性
質
。｢

使
ノ
ト
ヲ
リ
ヲ

言
ウ｣

。
伝
言
の
本
旨
、
す
な
わ
ち
、
内
容
を
言
う
。｢

ソ
ナ
タ
ノ
ト
ヲ

リ
ノ
分｣

。
あ
な
た
と
、
同
様
で
、
す
な
わ
ち
、
同
内
容
で
。
ま
た
、

あ
な
た
の
言
う
こ
と
の
内
容｣

(

日
葡)

…

｢

此
中
〈
鯉
ヲ
〉
尋
れ
共

御
ざ
な
ひ
、
し
ぜ
ん
そ
れ
を
た
の
み
に
し
て
い
ら
る
ゝ
事
も
御
ざ
あ
ら

ふ
ず
る
間
、
御
ざ
な
ひ
と
を
り
を
ま
い
つ
て
申
さ
ば
や
と
存
る｣

(

虎

明
狂
＝
す
ず
き
庖
丁)

…｣

と
あ
る
の
に
相
当
す
る
用
法
で
あ
る
。

(

２)
『

上
井
日
記』

の
現
代
語
訳
で
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
新
名
一
仁

(

二

〇
二
〇)

は
、
似
鳥

(

二
〇
一
六)

を

｢

は
じ
め
に｣

で
紹
介
し
て
お

り
、
そ
の
訳
文
も
基
本
的
に
似
鳥

(

二
〇
一
六)

を
支
持
し
て
い
る
も

の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
新
名

(

二
〇
二
〇)

の
訳
文
を
一
つ
引
い
て

お
く
。

｢

…
あ
ま
り
に
も
思
い
も
し
な
い
申
し
出
で
あ
り
、
両
使
か
ら
も
、

｢

と
て
も
そ
の
条
件
で
は
和
睦
は
実
現
し
な
い｣

と
突
き
放
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。
…｣

原
文

｢

…
余
々
覚
外
之
儀
申
候
侭
、
両
使
前
よ
り
、
迚
も
無
為
之
事

者
罷
成
間
敷
通
被
仰
離
候
、
…｣

天
正
一
〇
年
一
一
月
二
二
日

(

３)
『

角
川
古
語
大
辞
典』

の

｢

な
ど｣

の
項
に
は

｢

副
助

｢

な
ん
ど｣

の
転
。
①
同
類
の
事
物
の
存
在
を
暗
示
し
な
が
ら
、
そ
の
中
の
い
く
つ

か
を
代
表
的
に
示
す
。
②
そ
れ
と
限
定
す
る
こ
と
を
避
け
て
婉
曲
に
表

す
た
め
に
添
え
る
。
③
①
と
の
関
連
で
、
同
類
の
事
物
の
中
の
代
表
的

存
在
と
し
て
価
値
的
に
持
ち
上
げ
る
意
を
暗
示
す
る
。
④
②
と
の
関
連
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で
、
価
値
の
な
い
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
意
を
暗
示
す
る
。｣

と
あ

り
、｢

通｣

の

｢

謙
譲
・
軽
侮｣

の
用
法
と
さ
れ
る
も
の
は
④
の
用
法

に
相
当
す
る
が
、｢

な
ど｣

に
は

｢

通｣

で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
③

の
用
法
も
あ
る
。
な
お
、『

時
代
別
国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編』

の

｢

な
ど

(
副
助)｣

の
項
で
は
、『

角
川
古
語』

の
③
④
に
相
当
す
る
意

味
ブ
ラ
ン
チ
は
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、｢

そ
れ
を
、
こ
と
さ
ら

に
問
題
と
す
る
事
柄
の
一
例
で
あ
る
と
し
て
示
す
。
対
象
に
よ
っ
て
、

優
位
、
も
し
く
は
、
軽
侮
の
気
持
が
こ
め
ら
れ
る
。｣

と
さ
れ
て
い
る
。

(

４)

参
考
ま
で
に
、『

漢
語
大
字
典

第
二
版』

の
記
述
を
引
い
て
お
く
。

簡
体
字
を
日
本
で
通
用
の
字
体
に
改
め
、
ま
た
用
例
を
省
略
し
て
示
す
。

｢

�t� ng

①
到
達；

通
到
。
②
貫
通
。
③
流
通
、
交
換
。
④
交
往；

交

好
。
⑤
平
正
、
順
暢
。
⑥
開
闢；

疏
通
。
⑦
溝
通；

接
通
。
⑧
通
暁
。

⑨
通
情
達
理
。
⑩
伝
達
、
通
報
。
⑪
陳
述
。
⑫
顕
達
。
⑬
通
奸
。
⑭
連

比；

連
接
。
⑮
透
徹
。
⑯
全
部；

整
個
。
⑰
純
色
。
⑱
共
用；

互
通
。

⑲
共
同
的；

通
常
的
。
⑳
副
詞
。
皆
、
共
。
�
薬
名
。
馬
糞
。
�
古
代

土
地
面
積
単
位
。
十
井
為
通
。
�
楽
器
名
。
�
瞋
視
。
�
用
同
�
同

(t� ng)

�。
相
同
。
	
古
州
名
。
１.

西
魏
置
。
治
今
四
川
省
達
州
市
。

２.

五
代
周
置
。
治
今
江
蘇
省
南
通
市
。
３.

金
置
。
治
今
北
京
市

通
州
区
。


姓
。
�t� ng

(

旧
読t� ng)

量
詞
。
１.

鼓
一
曲
為
一

通
。
２.

篇；

�；

巻
。
３.

套
。｣

(

５)

な
お
、
時
代
は
下
る
が

『

和
英
語
林
集
成』

初
版
で
は

｢

ナ
ド｣

に

は｢

等｣

が
当
て
ら
れ
て
い
る
。｢N

A
D
O
,

ナ
ド
、
等
、A

nd
so
on,

et
cetera,

or
such

like,
or
others

of
kind;

often,
a
plural

particle.K
i
kusa

nado
ga
kareta,the

trees,grass
and
such

like
things

are
w
ithered.W

atakushinado
ga
shitta

koto
de

w
a
nai,
w
e
know

nothing
about

it.｣

再
版
と
三
版
は
、
初
版
と

は
意
味
説
明
や
例
文
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
漢
字
表
記
と
し

て
は

｢

等｣

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い

(

再
版
以
降
は
、

類
義
語

(Syn.)

と
し
て
、｢R

A
,
T
O
(

再
版
はT

�
)｣
(

漢
字
表
記

は
い
ず
れ
も

｢

等｣)

が
示
さ
れ
て
い
る)

。

(

６)
『

日
葡
辞
書』

補
遺
の
例
は
、『

邦
訳
日
葡
辞
書』

で
は

｢

段
階
、
ま

た
は
位
。｣

と
訳
さ
れ
て
い
る
。

(

７)
『

上
井
日
記』

に
は

｢

其
一
と
を
り
相
伝
申
候｣

(

天
正
一
二
年
六
月

二
八
日)

と

｢

ひ
と
と
ほ
り｣

の

｢

と
ほ
り｣

を
仮
名
書
き
し
た
も
の

が
一
例
あ
る
が
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
用
法
の
仮
名
書
き
例
は
な
い
。

(

８)

た
だ
し
、
注

(

１)

の
引
用
で
示
し
た
よ
う
に
、『

時
代
別』

の
挙

例
で
は

｢

様
式
・
趣｣

は

｢

内
容｣

、｢

種
類｣

は

｢

性
質｣

と
訳
さ
れ

て
い
る
。

(

９)

た
と
え
ば
、『

上
井
日
記』

で
は

｢

の
ご
と
く

(

の
如
く)｣

が
移
動

性
動
作
の
方
向
を
示
す
用
法

(｢

へ｣

の
意
味)

で
使
用
さ
れ
て
い
る

(

斎
木
一
馬

(

一
九
六
八)

、
原
口
裕

(

一
九
六
九)

、
迫
野
虔
徳

(

一

九
七
〇)

、
堀
畑
正
臣

(

二
〇
一
三)

等
参
照)

。
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。｢

鹿
児
嶋
之
こ
と
く
罷
帰
候｣

天
正
二
年
九
月
二
三
日
、｢

宮

崎
の
こ
と
く
帰
宅
仕
候｣

天
正
一
一
年
二
月
二
二
日
、｢

子
共
ハ
阿
蘇

之
こ
と
く
退
候｣

天
正
一
二
年
二
月
三
〇
日
。

(

)
大
分
郡
は
、
現
在
の
大
分
市
の
大
部
分
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。

(

�)
迫
野(

一
九
九
八：

三
三
六
頁)

で
は
、
一
例
と
し
て『

日
葡
辞
書』

に

｢C
usa.

ク
サ

(

く
さ)

突
然
起
こ
る
熱
病
の
よ
う
な
病
気
。
下
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(X
.)

の
語
。｣

と
あ
る
の
は
、『

上
井
日
記』

に
多
く
の
用
例
が
あ
り
、

久
留
米
の

『

は
ま
お
ぎ』

に
も
見
え
る
が
、
由
来
・
語
源
が
た
ど
り
が

た
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『

上
井
日
記』

の

｢

く
さ｣
の
例
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。｢

く
さ
不
醒
候
て
、
終

日
休
居
候｣
天
正
一
一
年
一
〇
月
一
八
日
、｢

天
気
悪
候
間
、
く
さ
養

生
申
、
此
日
も
小
川
へ
逗
留
申
候｣

天
正
一
一
年
一
一
月
一
一
日
。

(

�)

こ
の
傾
向
は
現
代
の
九
州
方
言
に
も
あ
る
よ
う
で
、
上
村
孝
二

(

一

九
八
三)

や
杉
村
孝
夫

(

二
〇
一
〇)

等
に
も
指
摘
が
あ
る
。
杉
村

(

二
〇
一
〇)

で
は
、｢
ほ
お
ず
き

(

ほ
ほ
づ
き)｣

が

｢

ふ
う
ず
き｣

と
佐
賀
県
の
売
店
で
文
字
で
書
か
れ
た
例
が
写
真
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

小
山
登
久

(

一
九
八
二)

等
。

(

�)

同
趣
旨
の
こ
と
を
、
か
つ
て
後
藤
英
次
(

二
〇
一
九)

で
述
べ
た
事

が
あ
る
。

参
考
文
献

漆
谷
広
樹

(

二
〇
〇
七)

｢

上
井
覚
兼
日
記｣

飛
田
良
文
他
編

『
日
本
語
学

研
究
事
典』

明
治
書
院

小
山
登
久

(

一
九
八
二)
｢

変
体
漢
文
の
文
体
史｣

宮
地
裕
他
編

『
講
座
日

本
語
学
７

文
体
史
Ⅰ』

明
治
書
院

上
村
孝
二

(

一
九
八
三)

｢

九
州
方
言
の
概
説｣

飯
豊
毅
一
他
編

『

講
座
方

言
学
９

九
州
地
方
の
方
言』

国
書
刊
行
会

神
志
那
郁

(

二
〇
一
三)

｢『

上
井
覚
兼
日
記』

の
九
州
方
言
的
な
記
録
語
に

つ
い
て

『

島
津
家
文
書』

と
の
共
通
の
記
録
語
を
中
心
に

｣
『

国

語
国
文
研
究
と
教
育』

第
五
一
号

後
藤
英
次

(

二
〇
一
九)

｢

平
安
時
代
古
記
録
に
お
け
る

｢

遅
参｣

と
そ
の

関
連
語
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て｣

『

中
京
大
学
文
学
会
論
叢』

第
五
号

斎
木
一
馬

(

一
九
五
五)

｢

上
井
覚
兼
日
記
に
就
い
て｣

『

日
本
歴
史』

第
八

一
号(

斎
木

(

一
九
八
九
ｂ)

所
収)

斎
木
一
馬

(

一
九
六
八)

｢

国
語
資
料
と
し
て
の
古
記
録
の
研
究

近
世

初
期
記
録
語
の
例
解

｣

大
正
大
学
史
学
会

『

仏
教
史
研
究』

第
三
号

(

斎
木

(

一
九
八
九
ａ)

所
収)

斎
木
一
馬

(

一
九
八
九
ａ)

『

斎
木
一
馬
著
作
集
一

古
記
録
の
研
究
上』

吉
川
弘
文
館

斎
木
一
馬

(

一
九
八
九
ｂ)

『

斎
木
一
馬
著
作
集
二

古
記
録
の
研
究
下』

吉
川
弘
文
館

迫
野
虔
徳

(

一
九
七
〇)

｢

方
言
史
料
と
し
て
の
古
文
書
・
古
記
録｣

平
山

輝
男
博
士
還
暦
記
念
会
編

『

方
言
研
究
の
問
題
点』

明
治
書
院

(

迫
野

(

二
〇
一
二)

所
収)

迫
野
虔
徳

(

一
九
八
五)

｢

地
方
語
文
献
に
よ
る
方
言
語
史｣

加
藤
正
信
編

『

新
し
い
方
言
研
究』

至
文
堂

迫
野
虔
徳

(

一
九
九
八)

『

文
献
方
言
史
研
究』

清
文
堂
出
版

(

特
に
第
七

章
第
二
節

｢

九
州
方
言
の
語
彙

日
葡
辞
書
の

｢

下｣

注
記

｣)

迫
野
虔
徳

(

二
〇
一
二)

『

方
言
史
と
日
本
語
史』

清
文
堂
出
版

杉
村
孝
夫(

二
〇
一
〇)

｢

九
州
方
言
音
声
の
諸
相｣

『

福
岡
教
育
大
学
紀
要』

第
五
九
号
第
一
分
冊

新
名
一
仁

(

二
〇
二
〇)

『

現
代
語
訳

上
井
覚
兼
日
記

天
正
十
年

(

一

五
八
二)

十
一
月
〜
天
正
十
一
年

(

一
五
八
三)

年
十
一
月』

ヒ
ム
カ
出

版
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新
名
一
仁

(

二
〇
二
一)

『

現
代
語
訳

上
井
覚
兼
日
記
２

天
正
十
二
年

(
一
五
八
四)

正
月
〜
天
正
十
二
年

(

一
五
八
四)

年
十
二
月』

ヒ
ム
カ

出
版

似
鳥
雄
一

(
二
〇
一
六)

｢｢

通｣

考

『

上
井
覚
兼
日
記』

の
言
葉
を
読

み
解
く

｣
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会

『

多
元
文
化』

第
五
号

原
口
裕

(

一
九
六
九)

｢｢

に｣

と

｢

へ｣

の
混
用

近
世
初
頭
九
州
関
係

資
料
の
場
合

｣
福
田
良
輔
教
授
退
官
記
念
事
業
会
編

『

福
田
良
輔
教

授
退
官
記
念
論
文
集』
同
事
業
会

堀
畑
正
臣

(

二
〇
一
三
ａ)

｢
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
九
州
方
言
的
な
中
世
記

録
語
を
め
ぐ
っ
て｣

『

国
語
国
文
学
研
究』

第
四
八
号

堀
畑
正
臣

(

二
〇
一
三
ｂ)

｢

中
世
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
記
録
語
を
め
ぐ
っ

て｣

吉
村
豊
雄
・
春
田
直
紀
編

『

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
地
域
社
会
と
宗
教』

清
文
堂
出
版

松
本
愛
重

(

一
九
三
二)

｢

記
録
に
見
え
た
る
如
泥
の
語
に
就
い
て｣

『

国
学

院
雑
誌』

第
三
八
巻
第
三
号

松
本
愛
重

(

一
九
三
三)

｢

松
容
の
語
を
説
明
し
て
大
日
本
史
の
誤
を
弁
ず｣

『

国
学
院
雑
誌』

第
三
九
巻
第
一
号

使
用
テ
キ
ス
ト

『

上
井
覚
兼
日
記』

の
用
例
の
検
索
に
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
記
録

全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
用
し
、
引
用
は
大
日
本
古
記
録
に
よ
っ
た
。
引

用
の
際
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

(

中
京
大
学
文
学
部
教
授)

追
記本

稿
入
稿
後
、
三
ヶ
尻
浩

(

一
九
三
七)

『

大
分
県
方
言
の
研
究』

朋
文

堂
の

｢

第
二
編

五
十
音
順
方
言
語
彙

(

集)｣

に

｢

コ
コ
ド
リ

(

コ
コ

ン
ゴ
ツ
と
も)

こ
こ
の
方
へ
。(

玖)
(

速)
(

分)
(

北)

ド
リ
は
通
り
の
変

か
。｣

｢

ド
リ

…
…
の
方
へ
。
…
…
へ
。
あ
つ
ち
ド
リ

(

あ
つ
ち
へ)

｢

通

り｣

の
約
。(

分)
(

野)
(

北)
(

市)
(

別)
(

宇)
(

玖)｣

と
あ
る
の
に
気

づ
い
た
。
こ
れ
は
、
土
肥(

一
九
〇
二)

に
も｢

ア
ッ
コ
ン
ツ
リ
ー

(

名)

ア
ツ
コ
ン
ツ
リ
ー
行
ク

(

玖)

森
町
ヲ
除
ク

ア
ス
コ
ノ
ホ
ー
ニ｣

｢

コ

コ
ン
ツ
リ
ー

(

代)

コ
コ
ン
ツ
リ
ー
来
タ

(

玖)

森
町
ヲ
除
ク

コ
コ

ノ
ホ
ー
ニ｣

｢

ド
コ
ド
リ

(

代)

ド
コ
ド
リ
行
キ
シ
カ

(

玖)

ド
コ

ノ
ホ
ー
ニ｣

｢

ド
コ
ン
ツ
リ
ー

(

代)

ド
コ
ン
ツ
リ
ー
在
ル
カ

(

玖)

森
町
ヲ
除
ク

ド
ノ
ホ
ー
ニ｣

等
と
あ
る
。
こ
の

｢

ド
リ｣

｢

ツ
リ
ー｣

が

も
し

｢

と
ほ
り｣

に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ
れ
ば
、｢

と
ほ
り｣

の
九
州

方
言
に
お
け
る
変
容

(

意
味
・
用
法
の
変
化)

の
一
例
に
な
る
。
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